
【評価について】 Ａ：目標を達成することができた。（100％以上） Ｂ：目標を概ね達成することができた。（80％～99％） Ｃ：目標を半分程度しか達成することができなかった。（30％～79％） 

Ｄ：目標をほとんど達成することができなかった。（30％未満） Ｅ：未実施  

- 12 - 

＊令和４年度 経営発達支援計画評価報告書 総合評価 
項           目 評  価 コメント 総合評価 

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 〇伴走型支援のプロセスの精度を

さらに高め、窓口相談や巡回指

導の回数を増やし小規模事業者

に対して、質の高い効果的な支

援を行うことができた。 

〇「６．新たな需要の開拓に寄与

する事業」について、目標にお

ける「②対象事業者数の売上増

加率／社」が未達成だった。 

Ｂ 

 １．地域の経済動向調査に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

２．経営状況の分析に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

３．事業計画の策定支援に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

４．事業計画策定後の実施支援に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

５．需要動向調査に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

Ⅱ．地域経済の活性化に資する取 〇新型コロナウイルス感染症の拡

大により、イベントを一切開催

できなかったが、新たなイベン

トやアフターコロナを見据えた

支援策について検討を行った。 

 

 

７．地域経済の活性化に資する取組に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 〇令和４年度は、ＰＤＣＡサイク

ルによる伴走型支援の管理レベ

ルや事業の評価及び見直しの質

を高め、さらなる職員の資質向

上を図り、経営発達支援事業及

び伴走型支援のレベルアップを

目指す。 

 ８．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

９．経営指導員等の資質向上等に関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

10．事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

 


